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２ Bp－ ７ 食物繊維のアルミニウム吸着能における加熱の影響
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＜目的＞　日常，食物を摂取する際，加熱調理を行う場合が多いが，食物繊mは加熱によっ
て，物性，化学的性質およびその生理機能も影響を受けると考えられる．そこで，食物繊

維の加熱による機能性への影響について金属吸着能の点から検討した. なお，金属には神
経毒性が問題になっているアルミニウムイオンを用いた，

＜方法＞　試料としてモロヘイヤ，しいたけ，にんじん，ごぼうを，乾熱機，オートクレー
ブ，電子レンジで加熱したものを用い，食物繊維は不溶性のIDF,水溶性のS D Fを

Prosky変法に準じて分取しfz. なお，抽出した食物繊維は３～５日間透析した後，凍結乾
燥して用いた．

　金属吸着能は, N-HClに溶解した原子吸光分析用アルミニウム標準液（lOOOppi）を用い，

クロムアズロールs吸光光度法，およびエリオクロムシアニンR吸光光度法により，各々
波長620nni, 535niDで測定した，

＜結果＞　1 D F 1 g当たりのアルミニウム吸着量はごぼうが最も多く，次いでにんじん，

しいたけ，モロヘイヤの順であった，それに対しS D F 1 g当たりの吸着量は各試料とも
にほぼ同様の値を示した，また，各試料で加熱によるアルミニウム吸着量に差は見られる

ものの，全体的には非加熱で高く，加熱で低い傾向が認められた，
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リフェノール化合物とのアルミニウム
ムイオンの競合的結合性

山恵美子　谷村顕雄　（昭和女大）

＜目的＞　体内への過剰なアルミニウムの取り込みは，内臓や骨，脳などの蓄積量を増加

させる，一方著者らの実験から，アルミニウムは食物繊維，ポリフェノール化合物，シュ
ウ酸およびフィチン酸等と結合して排泄される可能性が高く，それらの結合は，同濃度の

鉄イオンが存在しても影響を受けないことが認められている．そこで本研究では，食品に

多く含まれるカルシウムが共存した場合のアルミニウムと有機酸およびポリフェノール化
合物との結合について検討した，

＜方法＞　ポリフェノール類は(-)－エピガロカテキンガレート，(-)－エピカテキン，クロ
ロゲン酸，有機酸は酢酸，シュウ酸，リンゴ酸，酒石酸，クエン酸をそれぞれ水溶液にし

て用いた，アルミニウムはN-HClに溶解したlOOOppm濃度に相当するAlCl,を，カルシウ

ムは0.1N-HN03に溶解したlOOOppm相当の炭酸カルシウム溶液を純水で適宜希釈して用い

た，アルミニウムはエリオクロムシアニンR吸光光度法により，波長535niDで，カルシウ

ムはグリオキサール･ビス(2-ヒドロ午シルアニル) 法により，波長520niDの吸光度で測
定した，なお，カルシウムの発色操作は再現性を良くするため･;冷凍庫内で行った，

＜結果＞　アルミニウムは特に，クエン酸，シュウ酸, (－)-エピガロカテキンガレートと

結合するが，アルミニウムと同濃度のカルシウムイオンが存在しても,その傾向は変わら
ないことか認められた．また，カルシウムイオンは，アルミニウムイオンの存在にかかわ

らず，希薄な濃度の有機酸やポリフェノ-ル化合物と結合し難いことが認められた，
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